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加水分解後の 処 理 を 適 当 に す れ ば，米 粉を直 接 加 水分解す る方法が もつ と も簡単で しか も正確に リジ ン を定量出

来 る事 を知 つ た．

　 2・蛋白質の 酸加水分解 に 際 し，炭水化物が共存して い て も リジ ン の 損失が 起 らな い 事を確 か め た．

　 3．米 の 中の リ ジ ン は 酸性で の 加熱に 対 し て は 全 く安定 で あ るが，中性 な い し ア ル カ リ性で の 加 熱 に対 して は

不安定で あ る事を見出した．例えば120℃
，

1時間 の 加熱で 約 11％の リ ジ ン が 破壊 され る．しか し 100 ℃
，

1時間

で の 損失は 4 ％ で あ り，日常 の 炊飯に よ る リジ ン 損失は ， こ れ よ り幾分少な い もの と考 え られ る．

　 4・稀 ア ル カ リで 抽出 され る蛋 白質 （グ ル テ リン ） の リジ ン 含量 の 割 合は抽出前 の 未 処 理 の 白米 の 全 蛋 白質 の

リジ ン 含量割合より幾分少 い 事を知つ た．こ れ は リジ ン 含量の 高 い 部分が失な われ るの で は な く，
ア ル カ リ抽出

に よる y ジ ン の 変化 に基 くもの と考 え られ る．

　本研究 は 文部省科学研究費 に よ る 大 阪 大 学機関 研 究，合 成 食糧 に 関 す る 研究 の一部 で あ る．

　終 りに 臨 み ， 誠料 を お 世話 し て 戴 い た 大 阪 府 立 大 学 農学部 鈴 田 巌教授，微 生 物 定量 法 ecつ い て 種 々 御 助言を 戴

い た 農林省食 糧 研究 所 の 杉村敬一郎 氏，細 菌酵素 を戴 い た 長瀬産業株式会社 に 深謝す る．
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土壤 中 に 於 け る放線菌の 分 布 （第 2 報 ） 新 放線菌 Micr・bi・p・ra

野 々 村 英 央 ・小 　原

　土壌か ら分離した放線菌株 の 内に ， 既知 の

属 とは相異の ある胞子形成様式を示す菌を発

見 した．こ の 菌株に つ い て の 菌学 的
一

般性質

及 び栄養上 の 特性に つ い て 報告し StrePteMJ−

cetaceue 科 に 新属 MiCTZ）bisPoraを設 け，本菌

を Microbispera　 resea と命名す る．

　　　　　　 1　一般的性状

　 1．気菌糸及 び Gonidia：集落の 周辺か ら

上部 に 純白色 の 薄 い 層状乃至 粉状 に 生 じ，平

板培養 で は 普 通 に Fairy 　rings がみ られ る．

気菌糸の 巾 は O．S−−O．7μ 長 さは 培地，生 育状

態で 異な り40』20Dμ程嵐 叢生 す る 傾 向が あ

り， 分岐 もみ られ る．（fon三dia は気菌糸 の 上

に 全長に 亘 つ て多く生成され ， その 生成状態

は ThermoactinomptcesS）に 似て い るが 中央 で 分

裂 し て 2 個 の Gonidia と な るの は 独特の 様

式で あ る．胞子柄は長 さ0・5μ以下，直接菌糸

上に 着生す る と見倣 され る もの が 多 く，
2 〜

巖　（山梨大学工 学 部 ）

Fig．1．　 MiCrabisPeraπ｝∫召σ sp ・皿ov ・

　A ：Sporulation
，

　B ；Chla皿 ydospores，

　C ；Germination　 of 　oonidia
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3 μ の 側 枝 先端 に生ず る もの は 稀で あ る．

Gonidia は 球形 ま た は そ れに 近 い 楕円体 ，

直径 L4 − L6 μ， 表面は Hydrophobic の

性質が 強い ．抗 酸性 で は な い が Methylene

blueに染 り難い （Fig．1　 A ）．

　熱抵抗 ；栄養菌体 （厚膜胞子 を含 む ）及

Table　 L　 Thermal 　death　 pOint， 10　 minutes

　 i血 meat −pepto皿 e幽solution 　（pH 　6・5）

・・M … a・… 　 （
e

・）1451・・ 1・・ 1・・ 1・・ レ・

ConidiaVegetative

　 cells

十

十

十

十

十 十

び Conidia は ，
　 C・B ・agara 》及び稀釈 C ・B・agar に 30℃

，
20 日 培養 し た 斜面か らそ れ ぞれ 採 つ て 死 滅温度 を測 定

した （Table　 l）．

　Conidia の 発 芽 と菌糸の 構me　； 且〜3 ケ 所 か ら発芽し放射 状 また は樹 枝 状 に 分岐 した 隔壁 の な い 菌 糸 が 発達す

る．栄養菌糸は細菌様 に 分裂 せ ず StrePtomvcetaceae科の 性質を示す
’
（Fig．1B ）．

　形成条件 ；放線菌 の培地 16種類 （Table　3 参照 ） の 内，満足 に 気菌糸を 生成 した もの は Oatmeal　agar の み

で あっ た．Carrot　agar
，
　PotatO　plug に も 生 成す る こ と もあ るが その 他の 培地 に は 全 く生 成 しな か つ た．次 に

EMERSON ’

s　agar
，
　C ．B．　agar

，
　Nutrient　agar を 5 倍に 稀釈 （寒天は原量） し た もの ，更 に そ れ に新鮮な 酵母 エ キ

ス を約 3％ 加 え た もの につ い て 気菌糸 ， 胞子の生成を 比較し た （Table　2）．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 肉 エ キ ス を 増 して も （3g！l） グ ル コ ース を 増
Table 　2．　 Effect　of　mediu 皿 dilution　and 　yeast　 extract

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 して も （10g／t）生成は悪 くな り，ま た 酵母 エ キ

　　 addition 　on 　sporulation ： aftcr 　20　days　at 　30eC・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ス の 効果は Thiamine と Bietinに よつ て 代用

Medium

EMERSON ’
s　 agar

G・B ・agar

Nutricnt　 agar

Oat−meal 　agar

Sporulation； （Vegetative　growth）

α ・・… IIDi1 … d 驟
e

諸
一

（卅 ）

一（幵 ）

一
（幵 ）

幵 （＋ ）

＋ （＋ ）

＋ （＋ ）

一
（＋）

卦 （＋ ）

幵 （＋ ）

↓

（＋ ）

され た。pH の 影 響は 余 り受 け な い で pH 　 7．0附

近は良好．Ca
，
　 Mg ，　 Mn の 存在 に は関係な く

Fe＋＋
は促進的 に 働い た．

　 2 ．厚膜胞子 ：EMERSON ’
S　agar で 30℃ ，10

日及び 15日間培養 した もの は （Fig．1C ）大部

分 が 厚膜胞 子 に変 る．種 々 な培地 に つ い て 試験

した 結果 ， 利用容易 な炭素源及び 窒 素源の 充分

な と き極め て 多 く， そ の 他 の 場合に 少 な か つ た．最 も普通 な の は紡錐形 （2x3 μ 程度） で 菌糸片を附けて い る

が，形，大 き さ は
一定せ ず ， 直径4μに 及 ぶ 球形 の もの もみ られ る．Conidia と異 な り Methylene　blucで 濃 く染

ま る．

　3。培養的性質 ： 16種類 の 培地で 30℃
，
30日間培養 し ， 生 育 （Table　3）， 色及 び表面の 状態 な どを観察した．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Table 　3．　 GrQw 山 o 旦 various 　 mcdia ．

No　growth　or 　very 　poor　growth；　Glucose・asparagine 　agarl ）
，　 CZAPECK ，

8　ag 町
1）

，　 Ga・malate 　agar1 ）
，　 As−

　　paraginedextrose　agar2 ）
，　Yeast −extract 　agara ），　Starch　agarD

，　Gasein　agar4 ）．

Good　to　moderate 　growth ：EMERsON ’

s　agarD ，　 BENNETT ，

s　agar2 ）
，　 C ．B．　agars ）

，　 Nutrient　agar1 ），　 Carrot

　　agar1 ） （・ften　 pQor），
　 P嘸 t。　agarD （often 　pQor），

　 Oat 一皿 eat 　 agar2 ＞ （c。 vered 　with 　thin　white 　veil　 Qf

　　aerial 　mycelium ），　P・tat・ plug1）・

The 　 streak 　 cultures 　glistening，　folded　or 　lichenoid，
in 置iquid　culture 　 no 　 surface 　grow 山 ．

　色素 生 産性 ；集落 は 淡い ば ら色 ， 橙黄色 ， 橙赤色 な どを 呈 し ， 培 地 中に は僅 か に 拡散す る．Carrot　 agar で は

橙赤色か ら次第 に 申心 部よ り暗襴色に 変 る，色素生産 に は Biotinが 関係しまた 窒 素源の 種 類 と量 （肉 エ キ ス で

は O．2−−O ．3％の 時比較的濃色） に よ つ て も異 な る，な お Fe ＋ ◎

は 暗 色化 を進 め る．

　こ の 色 素 は熱 塩 酸で 処 理 後 ア セ トン
・石 油 工 一

テ ル と振 つ て も5）殆 ん ど移行 せ ず，温 ア ル コ ール に 良 く抽出 さ

れる．

　生 育最適pH ；pH5 ．0以下で は 生育せ ず6．0附近 が 最適，7．8で も生育 は 可能 　液体培養液 の pH は生育 に 従い 低

下す る．

　遊離酸素 の 要求 1寒天高層培養す る と生育 は表面に 限 られ て 好気性 で あ る．

生育温度 ；20℃ よ り30℃ に 於 け る生育速 く，
55 ℃ で死 滅す るの で 中 温 性で あ る．
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　 4．生理的性質 ：

　 ゼ ラ チ ン 液化 ；BAr 　DACCI ’
s　gelatine培地 1）及び それ に ビ タ ミ ン B 群を補つ た培地 に21℃

，
30日間培養，液化

認 めず．

　牛乳培養 ；脱脂乳｝C30
”C，30日間培養，生育は極め て 傾少，凝固及び ペ プ トン 化認 め ず ， 初発 pH 　6．6 培養後

6．4．BALDACCI 法
1）で も牛乳 は殆 ん ど変化な し．

　澱粉分解 ；BAIDACCI
’
s　starch 　 agari 〕

及 び それに 肉 エ キ ス を補つ た培地で WAKSMAN 法
10）

で 実施．水解認め

ず ．

　硝酸塩 の 還元 ；Nitrate　breth及 び Nitrate　agarfi ）に て 30℃
，

3 日後の 試験 で 亜硝 酸 を 明 らか に 検出．

　蔗糖転化 ；無機態窒素を資化せ ず，．EMERSON
’

s　medium の グ ル コ
ー

ス を蔗糖 に 代え た液体培地 に 30℃， 10日

培養しtt濾液は FEHLING 氏 液 を 還 元 し なか つ た．

　抗菌性 ；EMERSON
’
s　agar まt は Nutrient 　agar 上で 次の菌に抗菌性 を示 さず．　 E ・coli ・B ・subtiitis

，　 Sacch・

cerevisiae ，　K ．　 apiculata
，
　P・membranaefaciSns ，　Asp・πiger，　M ・mucedo ・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1　 栄 養 的 特 性

　前記 の様 に放線菌の 通常合成培地 に は生育しな い．ま tPR1DHAM ，　GOTTLIEB の 基本培地
7）に グル コ ース と

ペ プ トン ，ビ タ ミ ン を加え て も生育で きな い ．それ らの 原因を知 る た め に 次の 実験を した．

　 1．燐酸塩 の 生育阻害 ；Basal　medium 　I （Table　4）に 燐酸塩 （KzaHPO4 ・KHepO4 ・7 ： 2）の 濃度 を変え ，

菌懸 濁 液 を 等量 ， 斜面に 接種 しt ．比 較 の た め 土醒申の 代表的放線菌 と し て St．　antibieticus （IFO −3126），　 St．

lavcndatae（IFO−3177）を同時に 試験した．生育量はその 株 の 最良濃度 に 於 ける生育を10＋ とした 見掛上の 比較

で ある．

　　　　 Table　4．　 Optimum 　concentration 　fbr　growth
in　basal　medium 　I （glucosc　lOg，　becf　extract 　l，Og，　peptone 　L 　Og，

NaC10 ．5g
，
　yeast　extract 　2．Og，　agar 　20g，　disし watcr 　1，000g） ：

　　　　　　　　　　 aft ¢ r　i4　days　at　30°C ．

StrePtomPtces砌 tibiotiCus

ε‘rψ’o殫 ‘83 伽 砌 4μ‘α6

MicralisPora　rosea

瀚 ‘rabisPora 　 rosea

＋

幵

軒

　

　

1

十 　　　　　十←　　　　8十　　　10十 　　　　8十

5十 　　　　7十 　　　10 十　　　10十 　　　　5十

10十　　　10十 　　　7十　　　5十 　　　　一

pink，
　pulvinate　to　pigmentless，　flat

η

籵

　上記培地で 肉エ キス 量を増せ ば生育は更に良くな るが ， い ずれ に して も他 の 放線菌の 適量 よ り著 し く低 く， 燐

酸塩 の 多い 培地 （8gfl）で は生育せず， 肉 エ キ ス の 少ない 培地で は燐酸ij　O．5g！l （Asparagine−dcxtrose　agarM ）

で も生育は 悪 い ．

　 2 、徹量元素の影響 ：Cu
，
　 Fe

，
　 Zn 及 び Mn を Basal　medium 　I に 加 え ， 加 え ない 培地 上 の 生育と比較 した

（Tabrc　5， 生育量 の 測定は前記 と同 じ）．

Table 　5．　 Effect　of 　the 面 nor 　 eユ¢ 皿 e飢 s　 on 　growth．

　　　　　　　　■
concent 瓰 tlonCuSO4 ，

7aqZnSO 舶 7aqMnCI 皿 ，4aqFeSO4 ， 7aq

ρ仰 ；（as　 me 血 1） 1weak2 1 2 1 2 工 2

5 ： （1− 1．5）　 7 十

10 ： （2ny　 3）　　　3 十

20　； （4 − 　6）　　　　3 十

4｛〕： （8．v 正1）　　 2 十

10十
7÷

5十

5十

10 十

10 十

9 十

4 十

10十

io十

10十

10十

10十

10十

10十

正〇十

10十

10十
三〇十

10十

10十

13十
20 十

20十

10十

10十

15十

15十
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Gu ＋ ←の 生 育 阻害 が著る し く，2．5ppm で 14日後 に て も回復 しな い ．

Fe＋＋
は単独添加で 生育を促進し，

10pp皿 程度使用す る と良 い が ， 集落及び 培地の 暗色化を進める．

　3 ．窒素化合物 の 利用性 ：Basal　 mediurn 　II （Table　6） に 種 々 の 窒素源を 291‘加 えpH 　7．Oに 調節 した． ビ タ

ミ ン 類 は 濾過除菌 し て 用 い た ．洗滌菌体 の 食塩水懸 濁液 を 斜面に 等量接種 し 30Dql5 日後 の 生育状態 を比 較 し た，

Table　6．　 The 　 utilization 　 of 　 nitrogen 　 sources ；after 　Is　days　 at　 30℃．

Casein ”）

Beef 　 cxtractb ）

PeptoneC）

‘‘Anlix，，d）

Asparagine

Na −
glutamate

UreaNH4Cl

（NH4 ）2SO4

NaNO3

Basal　 medium 　IIN い … lm ・d・・ 皿 ・ 跏 m …

… w ・hl （】olor

2 十

6 十

2 十

2 十

L5 十

　 十

　 十

　 十

　 十

　 十

Pa 夏e　yelIow
Pale　 orange

Yellowish　 white

Yellowish　 white

Yellowish　 white

Yellow 三sh 　 white

Pale　yellow
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Yellowish　 wh 三te

Growth3

十

6十

10十

6十

6 十

5十

　＋ （1＞）

　 十

　 十

　 十

Ce10r

Pale　yellow
Seashell　pink
Mandarin 　 orange

Pale　c三nnamon 　pink
SalmonLight

　brown

Pal¢ yell・ w

Yellowish　 white

Yellowish　 white

a ） after 　HAMMERSTEN 　b）
‘‘EHRLIG 　beef　extract ’1

　 c ）
“Polypeptone ”

d） Mixtrure　 of 　l　7　 amino 　 acids 　 a 且d　their　peptides，
be

　 Glucose　 IOg
，
　KGI 　O．5g

，
　MgSO47H200 ．5g

，
　K2HPO40 ．lg

，
　dist．　 water 　 I，00Dg，　 agar 　20g

　 ビ タ ミ ン を補 な わな くて も生育 で きるの は 肉 エ キ ス の み で あつ たが ，
ビ タ ミ ン を補 うときは ア ミ ノ 酸 ，

ペ ソ ［
・

ン な どが利用 され た．

　4 ．ビ タ ミ ン 要 求 ： Basal　medium 　II に ペ プ ト ン 2gμ を加 え た 斜面 に Conidia の うす い 懸 濁液 を 等量接 種 し

て試 験 し た （Table　7）．

Table　7．　 EHfect　 on 　growth　 of 　B−vitam 三ns 　in　basal　medium 　 II

　　 plus　peptoロ e （2gμ）弖aftcr 　 l5　days　 at 　30℃ ．

　　 All　 vita 面 ns 　prcsent ：Growtn …0 十 ，　Naples　yellow
　　 All　vitamins 　omitted ： Growth 十，　White

Vitamins

Thiamine −HGl

BiotinCa

−pantothenate
Riveflavine

Pyridoxine−HCI

NiacinPABAlnosito1

・1m・164848840
10000004

Omission

　 十　　Pale　olive

8十　 White
10十　 Naples　y ．

10十　Naples　y，

10十　Nap 且es 　y．

10十　　Naples　y．

10十　　Nap且es　y，

10十　 Naples　y．

Presence

7十　 White

十　　Pale 　 olive

十　 White

十　 Whitc

十　 White

十　 White

十　 White

十　 White

1・一 ・・ w ・・hB ・

10十　　Naples　y．

8十　 White

7十　 White
7十　 White
7十　 White

7十　 White
7十 　 White

　Thiamine は単独に 欠 落 させ て も殆 ん ど生 育 で きな くな る．そ して 単独添 加 で 可 成 の 程度 ま で 生 育す る．然 し

こ の 場合 Biotin を共 に 加 え る と生育量は 更 に 増加 す る．そ して 特 に 色素 の 生産 が 決 定的 に 多 くな る、

　 ペ プ トン を培地 に した 時 は Thiamine と Bi。tin を加えた もの は ， 全部 の ビ タ ミ ン を加 え t もの と殆ん ど差が

認 め られ な い が ，
Asparagine を用 い た 時 （Fe軽 添加）は 2種の ビ タ ミ ン で は Seashell　pink ， 全部 の 場合は Olive

とな り差がみ られ t ． また Ca −pantothenate の 他，　 Pyridoxine や PABA な ど もあ つ た方 が 好 ま し くみ え る擾

合 もあ つ た．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 E　 分 類 と 考 察

　StrePtom“cetaceae 科 の 内 こ の 菌に 分類上 近 縁 の ThermoactinomJcesS）
及 び MicrenronOsPoraとその 属徴 を比較す

る と Table 　8 の 様 に な る．

Table 　8．　 Different　 characteristics 　 in　 the 　 related 　genera．

MicrobisPora

ConidiaGonidial

　layer

Conidiophores
Tcmperature

Starch　hydrolysis

Gelatin　liquefaction

mpal 「sdry

　（aeria1 ）

no ，　 very 　short

皿 esophilic

ncgatlvenegatlve

Thermoactinomyces

singlydry

　（aerial ）

shortthermephilic

positivePOSItlve

MieromonosPora

singlymeistlongmesophilic

posltlvePOSItlve

形態的性質は生理的 な もの に 優先して 分群 に 利用 さ れ，

StrePtom］cetaceae 科に お け る位置を示すと次の 通 りに な る．

放線菌 で 胞子形成様式は 重 要 な 性質で あ る．本菌 の

　　　　　　　 Table　9．　 Key 　to　genera　of 　StreptomJeetaceae．

1．Conidia　formed　in　 chains 　fro皿 aerial 　hyphac ・・・…………・一一Streptom］ ces

2．Conidia　fbrmed　in　pairs　 en 　 aerial 　hyphae ・…一・・……『・・・・・・…．・・．Micrebispora

3．Conidia　formed　 singly 　 on 　 sporophorcs

　a． Mesophilic …・一・・・・・・・・・・・・・……・・・・…一一・…・・…・…・一… MicromonosPora

　b． Thermophilic ・＿．．．，．＿・．．＿・，．…・．．・・＿．・・．・・．・＿・＿．．．＿．．．Thermoactinomptces
4． Sclerotic　granules　 produced （conidiaHbrms 　 unknown ） …・…・、・．・ChainiaS）

　本菌は 上述 の 分類上 の 特徴 の 他に も ビ タ ミ ン が生育 に 必須で あるこ と， ま た Fe＋ ＋

と共 に気菌糸の 生 成に も良

好 な結果を与 え る こ とは 特異 的 で あ る．X −ray 　mutant 以外 で は Actinem ）ces 　seabie が 必須 で は な い が Thiamine

に 生 育促進 され る こ と10〕，Thermoactinemyces　monosPora の GQnidia が乾草浸出液 の 添加で 良 く形成 され る こ と8）

等が知られ て い る の み で あ る．ま た微生物 に対す る ビ タ ミ ン の 作用は普通 生育量 に つ い て の み 観察 され るが ，

こ の 菌 に 於 て は Biotin が 色 素 の 生 産性 に結び つ い て 考 え られ る．常用 の 燐酸塩濃度範囲 で もそ の 生 育 を 阻害 し ，

ま た微量 に 加 え た CU ＋ ＋

が 有害 で あ つ た点 な ど特に こ の 種 の 菌 の 分離 実験などに 今後注意を要す るで あ ろ う

　終 lcas教示 を得 た 東 大農学部弘法健三教授に 深謝 し ， な お 研究費 の
一

部 は 文部省科学研究費 に よ る もの で あ る

こ と を 附記 し て 謝窟 を 表 す．本 報 告 の 要 旨 は 昭 和 32年 4 月農 化 大 会 で 講 演 し た．
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